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11 月 10 日厚木東高校では校内授業研究会が開催されました。 
本年度の授業研究の「テーマ」は… 
 
 
 
 
 
 
そして、この授業研究会の企画のねらいは次の 4つでした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
当日はまず、4時間の授業を教科を超えて『互観』しました。午

後からは『教科研究協議（分科会）』で、教科ごとに互いの実践を
共有し所定のスライドにまとめました。以下は各教科の様子です。 

 
 
 
 
 
 
 

生徒が主体的に学ぶことができる環境を整え、生徒の自学力

や「学びに向かう力・人間性等」を養成することを目的とし、ＩＣＴ

を活用した授業を展開する。 

①生徒の関心・意欲・態度および「学びに向かう力・人間性等」を養うた

めの具体的手立てとして、平常授業の中でのＩＣＴ活用を促進する。 

②教科の特徴に合わせたコンテンツ作成・機器利用を目指す。 

③他教員の授業を参観することにより、自分の授業を振り返り、生徒が

主体的に取り組む授業創りに向けての一助とする。 

④研究協議全体会を通してノウハウを共有し、授業改善を進める。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
話し合いながら、共有したことをスライドにまとめていきました。 



 次に、職員室に集まって、『授業研究会（全体会）』を持ちまし
た。Google Meet を使って、画面共有しながら、各教科の代表が
順に発表し、各科の取組を全職員で共有しました。 
 

 数学科からは、福永先生（数 

学科新採用・陸上競技部）が、 
分科会での協議の要点を伝えま 
した。オンデマンド動画の取組 
や、動くグラフの活用などいろ 
いろなことに挑戦しています。 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

それぞれの教科が、有効な取組や様々な生徒の活動に活用できるア

プリなどの情報を提供し、今後の課題点なども共有しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



ＩCT利活用で生徒の学びにどのような効果が上がっているのか
についても、共有されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                
 
 
 日々仕事に追われる中であっても、このような時間を持ち、教員

の命である、「授業力」の研鑽に励むこと、互いに助け合って高め

あうことは、大変重要です。教育界にも大きな DX（デジタルトラ
ンスフォーメーション）※  の変革の波が押し寄せる今、私たちも
また生徒たちに負けないように、東高の教師として『変化を恐れず
挑戦し続ける大人』でありたいものです。 
 

 下の、リーフレットにありますように、令和 4年度入学生から、
県立高校でも一人一台端末が開始します。本校でも、ただいま機種
の選定、ご案内の方法など、検討を進めているところです。保護者
の皆さまに、高額なご負担をいただく以上、授業でも、自学でも、
最大限に活用していきたいと思っています。小中学校では、すでに
一人一台端末を実施していますので、それを経験した新入生を迎え

るわけです。このこともあってＩCT の利活用は喫緊の課題です。 

監督、投げる。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 「読み・書き・PC」「ノート・鉛筆・タブレット」「タブレッ
ト端末も文房具の一つ」という時代がやってきます。 
東高は、変革期の真っただ中にあります。これからも教職員一同

力を合わせて、未来を生きる子どもたちに求められる学力を育むた

め、『よりよい授業創り』に努めてまいります。 

 

 

※ DX（デジタルトランスフォーメーション）： 

デジタル技術を侵透させることで人々の生活をより良いものへと変革する

こと。既存の価値観や枠組みを根底から覆すような革新的なイノベーショ

ンをもたらすもの。               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Go! Atsugi 

East, Go Go! 


